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滝沢市コミュニティ基本条例の 

運用状況等の検証結果について 

 

１ 地域活動の改題の整理 

 

滝沢市第２次総合計画基本構想が令和６年２月９日、議会の議決を得て、令和６年４月１日に施行

されることとなり、あわせて地域づくり懇談会が中心となって策定した地域別計画も施行となります。 

それぞれの地域別計画で挙げられた課題の多くは、地域住民との交流が減少、高齢者の生活支援、

地域活動の担い手不足でありました。地域交流事業が行えなかったこと、若い世代が忙しく地域活動

に参加できないなどが要因と考えられます。 

 

（１）主な地域課題 

 ①住民との交流の機会が減少しました。 

・以前より住民交流が減ってきています。 

・子供から高齢者までが交流する場が少ない。 

・新しい住民との交流が少ない。 

・集合住宅の住民を把握できていません。 

・子どもたちと地域の接点が少なくなっています。 

  

②高齢者になり車を運転できなくなった。 

・日常の買い物に不安がある。 

・車移動が必須で、今後高齢者を中心に交通支援が必要。 

・買い物や通院など移動が難しい方々へのサポートが必要。 

・自家用車が必須で交通面に不安があります。 

・交通環境を改善、高齢者支援が必要です。 

 

 ③地域の担い手が減少した。 

・担い手不足もあり、歴史や伝統の継承が困難。 

・地域の担い手が不足している。 

・担い手不足により地域活動に関わる住民が高齢化している。 

・若い世代が忙しく、自治会活動に参加できない。 

・若い世代の地域活動への参加が少ない。 
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２ 地域活動課題解決に向けた仕組みについて 

   

このような状況を受け、「地域コミュニティのあり方」「地域活動に関わる人材の確保」に関する取

り組みが必要であると考えて、地域では次のような活動に取り組んでいきます。 

 

（１）地域の取組み 

 ①住民との交流の機会をつくります。 

・様々な参加型の行事を開催します。 

・挨拶を交わし、お互いを知ることができる環境をつくります。 

・世代間交流ができる企画を行います。 

 ②高齢者の生活支援、見守りを行います。 

  ・民生委員やボランティア団体と協力し、高齢者の見守りを行います。 

・防災福祉マップを活用し、避難方法や高齢者見守りに繋げいきます。 

・民生委員による見守り活動を継続していきます。 

・他の自治会とも連携し、広域での高齢者の買い物支援の実施検討を行います。 

・地域のレストランと連携し、高齢者向けの配食サービスを検討します。 

 ③担い手の育成に努めます。 

   ・参加しやすい自治会運営方法を考えます。 

   ・ＳＮＳを取り入れ、地域の情報を発信して地域に関心を持ってもらう。 

   ・個人の得意なところ（コミュニケーション、会計など）を見つけ、担える役割をつくる。 

 

（２）市の取組み 

   市では地域との話し合い、現状を把握するとともに、多様化したニーズから地域で必要とされ

るものを見つけ、取組む仕組みを提案し共に実証していきます。 

① 地域の話し合いに参加します。 

・市内１１地区の懇談会を中心に、地域課題の把握と他地域の活動に関する情報を提供し、活

動を支援するため話し合いの場に参加します。 

② 地域活動の棚卸しを支援します。 

・地域に居住する方々が地域に求めるニーズを把握し、事業の棚卸し（取捨選択）を行い、活

動のスリム化、必要な事業に注力できる組織になるための支援を行います。 

③ 地域課題を解決するための研修会を開催します。 

・地域課題（行事への参加者減少、担い手不足など）解決のため、事例を紹介し手法を学ぶ研

修を滝沢市自治会連合会と連携して開催し、課題解決の支援をします。 
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３ 地域の話し合いについて 

（１）令和５年度ニュータウン塾開催される  

滝沢ニュータウン自治会 

令和５年 12 月 16 日、ニューシビックセンターで

今年も令和５年度のニュータウン塾が開かれまし

た。 

今年のニュータウン塾は中学生を対象に地区Ｐ

ＴＡの協力を得て行われました。まず、中学生も参

加できる自治会行事や自治会活動の説明をした後、

中学生と自治会の活動について話し合い、お祭りを

もっと賑やかにしてほしいなどの要望が出ました。 

参加者は中学生 14 人を含め、自治会役員、ＰＴＡ

など 28 人でした。 

 

（２）おらほの街の良いところ 

法誓寺自治会 

令和５年６月 25 日、法誓寺自治会班長   

会議が集会所で行われました。この会議は、地

域の人々がともに助け合い・協力し合いながら

快適な暮らしができる地域づくりを目指し、皆

さんとの会話の機会を設けました。 

集まっていただいた役員と班長の 14 名は、

３つのテーブルに分かれて 20 分ごとに班長が

入れ替わるワークショップ形式で、滝沢市と法

誓寺自治会のそれぞれの「良いところ・課題と

思うところ」をテーマに日頃感じていることを

話し合いました。 

笑いあり、現状に共感したりと充実した研

修・懇談会となりました。 

明るく暮らしやすい街を目指すたには、全世

帯がつながる自治会であり、若い世代がもっと参加しやすい自治会づくりが必要だと感じました。 
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４ 地域活動の状況について 

（１）賢治の歩いた道・小岩井駅から農場へ 小岩井自治会（わくわく歩き隊） 

令和５年６月 24 日、小岩井「わくわく歩き隊」、市職員含め、総勢 30 名を超える参加者で、6 月 

24 日に小岩井公民館から、小岩井農場管理部・小岩井農場植木植物園を経て小岩井駅までの ４km 強

の歩きに挑戦。全員元気に歩き通しました。 

曇り空の日差し穏やかな中、ベンチの設置場所や賢治の歩いた道に必要な装飾に思いをはせながら、

道端を彩っている草花に見守られ小岩井農場管理部までたどり着きました。 

元職員工藤副会長や安本さんの解説に耳を傾けながら、売店や診療所・宿泊所跡に等に目をやりま

した。木立に囲まれた空間は、十分に過去を物語っていました。管理部向かいにある別荘は立ち入り

禁止とのことで見ることはできませんでしたが、別荘の前は、馬駆けをするためのコースがあり、目

覚めとともに朝駆けをするとのことでした。まるで映画のワンシーンのような優雅な一コマが想像さ

れました。 

今回歩いたコースは、多くの人たちが散歩コースに取り入れています。夏の暑い日でも木陰が多く、

鳥の鳴き声や樹木・草花が散歩道を彩ってくれます。一回りしても 5 ㎞弱。日々の散歩コースにぜひ

加えてみてください。 
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（２）第 16回大釜南自治会自主防災総合訓練が行われました 

令和５年 9 月 10 日、大規模災害に対する地域住民の災害対応能力の向上・避難誘導・初期消火等の

体得や地域防災力の強化を図る目的で、地区内全域で 5 ヶ所に避難場所を設け、午前 9 時に防災無線

放での災害発生避難指示により、避難誘導訓練を行いました。コロナ禍のため中止を余儀なくされて

いましたが、炊き出し訓練と訓練成果のおにぎりの試食を除き、4 年ぶりに避難誘導訓練・弱者救護

訓練・心肺蘇生法訓練・初期消火訓練・要支援者の安否確認と声掛け誘導訓練等を実施しました。 

今回の訓練は、篠木小学校の 150 周年記念大運動会の行事と重なり、子供たちや保護者の参加があ

りませんでしたが、住民 158 人と役員 20 人の総勢 178 人が訓練に参加しました。訓練終了後、滝沢消

防署、市役所防災防犯課からの挨拶で、訓練を継続することで防災能力が高まりますと総括講評をい

ただきました。 

  

 

（３）各地域の夏まつりなどのコミュニティ活動 

新型コロナ感染症が第５類に引き下げになり、各地域で夏まつりや運動会など大勢が集まれるふれ

あい行事が再開されました。 
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（４）ＳＮＳを活用した情報発信（お知らせ、回覧など） 

 

 


